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体重平均 3 kgの健康成熟雄家兎を 30羽使用し， A群は顔面神経切断放置， B群は顔面神経切断後直









観察方法はコントロール群， A群， B群ともに 400倍倍率の光学顕微鏡で各群300個の細胞を観察し
その chromαtolysis の程度を観察した。 chromαtolysis をその程度により次の 4 段階に分類した。即ち，
T3: *回目包体および、ニッスル頼粒の全崩壊， T2: ニッスル頼粒の部分的破壊，細胞の空胞化， T1 : ニッス
ル頼粒の減少，細胞体の膨化，輪郭の不規則，不鮮明等， To: 細胞体及びニッスル小体に変化のみら
れないものすなわちコントロール群ではすべて Toで、あった。
A群ではすべての群に chromαtolysis が観察されたが切断後 3 日， 5 日， 7 日と経時的にその程度は
増加し， 7 日で最高値を示し， 10 日， 14 日と徐々に減少を示した。なお10 日まではもがそれぞれ最多
であったのが14 日になるともよりもの方が多くなっていた。 B群でも A群と同じく chromαtolysis は出
現したが，その状態は 3 日， 5 日と増加するが 7 日ではその程度は減少し，以後10 日， 14 日とさらに
減少の傾向を示した。ことにも， T2, T1の程度からみて 3 日， 5 日群ではT3が最多であったが 7 日群






1. A群及びB群とも，術後その程度と時間的経過に差はあったが， chromαtolysis は著明に出現し，
次いで回復傾向を示した口











核細胞にみられるchromαtolysisの差を比較検討した。その結果， A群より B群の方が chromαtolysis の
出現が遅れるが，その回復は A群より B群の方が早く，また chromαtolysis の程度とそれを起こした神
経細胞の数は A群より B群の方が少なかった。このことは切断放置より切断直後接着の方が中枢神経
核に与える影響が少ないことを示していると思われる。本実験は著者らがすでに行なった筋電図学的
実験の結果と併せ考えて顔面神経損傷時の早期手術の必要性に対する裏付けの 1 つになるものと考え
る。
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